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中間業績予想の修正に関するお知らせ

　本年５月２４日の決算発表時に公表した平成１５年３月期（平成１４年４月１日～平成１５年３月
３１日）の中間業績予想を下記のとおり修正いたします。
　

記

１．１５年３月期の単独中間業績予想数値の修正（平成１４年４月１日～平成１４年９月３０日）
（単位：百万円）

売　上　高 経常利益 中間純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２８，０００ 　△　 　５００   △     ４００

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２８，５００  １２０            ８０

増  減  額          （Ｂ－Ａ）          ５００          ６２０          ４８０

増 減 率            （％） 　　　　 １．８ 　　　－ 　　　－

（ご参考）
前期実績（平成 13 年 9 月中間期）

２８，４４８ △　　 ４８７   　     １７３

２．１５年３月期の連結中間業績予想数値の修正（平成１４年４月１日～平成１４年９月３０日）
（単位：百万円）

売　上　高 経常利益 中間純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４０，０００ ７００ ２００

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４０，０００      １，０００ ５００

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 　　　　　　 ０  ３００  　　　  ３００

増 減 率            （％） 　　　　 ０．０ 　　   ４２．９    １５０．０

（ご参考）
前期実績（平成 13 年 9 月中間期）

４０，３３１ ４２２ ４０９

　　　なお、平成１５年３月期の通期業績予想につきましては、中間決算発表時(１１月２１日)に見
直しを行う予定であります。



３．修正の理由

　　　前回発表の単独予想では、当中間期は赤字決算を予想しておりましたが、経常利益１億２千万
円、中間純利益８千万円の黒字となる見込みであります。

また、連結予想も前回の予想を上回り、経常利益は１０億円、中間純利益は５億円となる見込
みであります。

（単　独）

　　　当中間期の売上高は、特殊鋼鋼材が増加し、前回予想に比べ約５億円増収の２８５億円となる
見込みであります。

　　　損益面におきましては、各部門において収益改善に努め、特に特殊鋼鋼材部門の赤字幅の縮小
が寄与し、当中間期は、前回予想に比べて６億２千万円増益となり、１億２千万円の経常利益と
なる見込みであります。

　　　一方、特別損益として、旧東京製作所跡地関連の固定資産処分損引当金の戻入約６千万円を特
別利益に計上するとともに、投資有価証券評価損ほか約９千万円の特別損失を計上する予定であ
ります。

　　　この結果､当期損益は法人税等の計上並びに法人税等調整後で、前回予想に比べて４億８千万
円増加し、８千万円の中間純利益となる見込みであります。

　

　（連　結）

　　　当中間期の連結売上高は、前回予想に比べ単独の売上増加があったものの、海外子会社が為替
の影響により減少し、全体としては前回予想どおりの約４００億円となる見込みであります。

　　　損益面につきましては、主に単独の収益改善により、経常利益は１０億円（前回予想比 ３億
円増益）、中間純利益は５億円（前回予想比 ３億円増益）となる見込みであります。
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